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新型コロナ ウイルス感染症対応
地方創生臨 時交付金を活用！！

報告２件、委員の推薦２件、
条例の一部改正１件、補正予算３件、
規約変更３件、財産の取得１件、
意見書提出１件

〔新型コロナウイルス感染症関連等予算〕

　低所得子育て世帯に対し、児童一人あた
り一律50,000円の給付金の支給を行います。

低所得子育て世帯生活支援
特別給付金事業

生活の支援
　プレミアム付特別商品券を発行し、新型
コロナウイルス感染症の影響を受けている
商工業者に対する支援と、町民の消費喚起
を促し、地域経済の好循環化を図ります。

プレミアム付特別商品券
発行事業助成金

消費喚起と商工業者支援

　町民プールへ自動検温消毒システムを購
入します。

体育施設費
体育施設の感染症対策

　新型コロナウイルスワクチンの追加接種
４回目を実施します。

新型コロナウイルス対策事業
コロナワクチン４回目接種の実施

　新型コロナウイルス感染症対策として、学童農業
研修センター（晩成温泉宿泊施設）の客室の換気扇
や畳を交換し、施設内の整備を図ります。

晩成温泉維持管理費
晩成温泉宿泊施設の感染症対策

　大樹小学校、大樹中学校の新型コロナウ
イルス感染症対策として、消毒液の追加購
入、授業での
タブレット端
末の有効利用
を図るため、
プリンター機
器２台を購入
します。

学校管理費
ICT授業の充実

　昨年の赤潮被害を受け大樹前浜資源保存会が実施
する、漁場環境回復のための漁場清掃の活動経費に
対して負担金を支出します。

環境・生態系保全対策事業
赤潮被害の対策
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第２回
定例会

議 案 審 議
6月7日〜 6月10日（4日間）

新型コロナ ウイルス感染症対応
地方創生臨 時交付金を活用！！

一般会計予算 7,104万2,000円  追加補正原案可決原案可決
〔質疑のあった補正予算〕

堀川桃香選手からの指定寄附による
大樹町中央運動公園スケートリンク用備品の購入予算

衆参両院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、文部科学大臣、農林水産大臣、
経済産業大臣、国土交通大臣、環境大臣、復興大臣【提出先】

意見書の提出
森林・林業・木材産業によるグリーン成長に向けた施策の充実、森林・林業・木材産業によるグリーン成長に向けた施策の充実、
強化を求める意見書強化を求める意見書

　昨年整備した経済センターのサテライトオ
フィスについて、隣接する会議室を新たに利
用するためのサテライトオフィスを整備します。

企画調整推進事業  
サテライトオフィス増設整備

問  吉岡　信弘 議員
　サテライトオフィスは現在１社の利用だ
が、整備後は何社になるのか。最終的に何社
入れるオフィスになるのか。

答  伊勢企画商工課長
　現在２社ほど問合せがある。間仕切り等を
使用し、最終的には５社程度利用できるよう
にしていきたい。

　脱炭素実現に向け再生可能エネルギー導入
計画を策定するための業務委託のほか、地域
協議会を設置します。

再生可能エネルギー導入計画策定事業
計画策定ための業務委託と地域協議会の設置

問  西田　輝樹 議員
　この計画が樹立されることにより、国の補助
事業が受けやすい等のメリットはあるのか。
答  伊勢企画商工課長
　町の施策や構想を計画の中に盛り込んでい
く形になり、環境省等の補助金に合致するも
のがあれば、計画を策定することで採択を受
けやすくなると聞いている。

　北京冬期オリンピックスピードスケート日本代表の堀川桃香選手より、後進
育成のための指定寄附を受け、大樹町中央運動公園スケートリンクで使用する
ビデオカメラとスターターを購入します。

医療機器購入費
眼科医療機器の購入

大樹町立国民健康保険病院事業会計予算
53万4,000円を追加補正

　故障した医療機器の更新のため、眼科の
検査機器であるポータブルスリットランプ
を購入します。
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第２回
臨時会

議案審議
5月18日（1日間）

行政報告に対する        質疑と答弁

条例の一部改正５件、
補正予算１件、
契約の締結５件、
財産の取得２件

問  齊藤　徹 議員
　�　地域おこし協力隊の委嘱について、新規で宇宙のまちづく
り推進員と移住コーディネーターを委嘱した主な目的は。

答   菅企画商工課参事
　�　宇宙のまちづくり推進員の業務内容は、北海道スペース
ポートを推進するための活動に関する業務がメイン。他に
町内の航空宇宙関連事業者の支援業務、宇宙を資源として
活用する観光開発に関する業務、その他、大樹町の宇宙の
まちづくりを推進するための業務をお願いしている。

答   伊勢企画商工課長
　�　移住コーディネーターの主な業務は、移住に関する情報の発信や、移住希望者に対するきめ
細やかな相談を行うことにしている。

　役場庁舎と町民プールの建替に関する工事の業者を公募型
指名競争入札により決定しました。

工　事　名 契約金額 契約の相手方

大樹町役場庁舎建設工事（外構第２工区） １億4,080万円 北海道アルファ・間・菊池特定建設工事
共同企業体

旧役場庁舎解体工事 １億5,587万円 川田・髙橋特定建設工事共同企業体
大樹町民プール新築工事（建築主体）及び
外構工事 ３億5,805万円 川田・エフリード・菊池特定建設工事

共同企業体
大樹町民プール新築工事（電気設備） 6,094万円 勝海電気株式会社

大樹町民プール新築工事（機械設備） １億5,235万円 奥原・上野・北海道アルファ特定建設工事
共同企業体

役場庁舎・町民プール建替
工事請負契約の締結

問  船戸　健二 議員
　　幼児用と一般用のプールを別にすることは検討したのか。

答   松久社会教育課長
　�　一体型だが、幼児用・低学年用と一般用のプールの境にフェンスを設け、安全面に十分配慮
した形になっている。
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新議場がオープンしました！
議会の できごとあれこれあれこれ

議場内にモニターを設置
し、発言の様子や、一般
質問の発言残時間が映し
出されるようになりました。
９月から本会議や予算・
決算審査特別委員会の様
子をインターネットを利
用したライブ中継と録画
映像の配信を予定してい
ます。

　６月13日、尾田認定こども園の園児９人が新議場
の見学に訪れました。議会事務局の職員の説明を聞
いた後、議長席に座って記念撮影をして、役場庁舎
内を見学しました。

　大樹町の議会議員・農業委員会委員・農協役員それぞれのOB
が集まり研修会を開催しました。
　インターステラテクノロジズ㈱本社・工場の見学を行い、新射
場の建設予定について今後の見通しの等のお話をお聞きしました。

尾田認定こども園の子どもたちが
議場の見学に来ました！

議友会・農業委員会委員OB会・大樹農協役員
協友会による三会合同研修会を開催しました

旧庁舎の議場よりも、傍聴席
が低い位置になり、白熱した
議会の様子をより近い目線で
傍聴できるようになりました。
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議会を傍聴してみませんか
傍聴受付のながれ

議場入口・展望ロビー

傍聴席

傍聴をもっと身近に

１階�町民ロビー

◎�１階町民ロビーでは、気軽に議会
の様子を見ることができます。

◎�役場へお越しの際は、ぜひご覧く
ださい。

議会中の映像は、１階町民ロビーの
モニターで生中継配信されています。

傍聴席は報道席と一般傍聴席に
分かれています。

議場に入る前に受付を行います。
（手順は次のとおり）

◎議場内での飲食又は喫煙
◎携帯電話の使用、撮影及び録音
◎議場の秩序を乱す行為
◎議事の妨害となる行為

禁止事項

①�受付にて傍聴人受付票に住所、
氏名、年齢を記入してください。
②�閲覧用議案を受け取り、議場へ
お入りください。
③�傍聴後は閲覧用議案を返却して
ください。

※傍聴席の定員は20人です。

傍聴席入口傍聴席入口
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町民の声を
町民の代表として７名の議員が８項目について質問しました

◆
一
般
質
問
と
は
◆

　

一
般
質
問
は
、
町
の
事
務
や

事
業
に
関
し
て
質
問
で
き
る
大

事
な
議
員
活
動
の
場
で
す
。

　

年
４
回
の
定
例
会
に
行
い
、

臨
時
会
で
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
質
問
時
間
は
30
分

　

大
樹
町
議
会
で
は
、
議
員
が

質
問
で
き
る
時
間
は
１
問
に
つ

き
30
分
以
内
で
す
。
答
弁
に
制

限
時
間
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
一
問
一
答
方
式

　

議
員
と
町
長
が
対
面
し
て
、

１
つ
質
問
を
し
て
、
１
つ
回
答

を
し
ま
す
。

・
事
前
通
告

　

質
問
し
た
い
議
員
は
、
前
も

っ
て
質
問
内
容
を
記
し
た
「
事

前
通
告
書
」
を
提
出
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

・
登
壇
順
（
質
問
順
）

　

原
則
と
し
て
、
通
告
書
の
提

出
順
に
質
問
し
ま
す
。

※1名につき1ページを割り当て、内容を要約して掲載しています。

西山　弘志 議員
◎�合葬墓（合同納骨塚）
　の設置について

寺嶋　誠一 議員
◎�大樹町の
「ゼロカーボンシティ」
　宣言について

齊藤　　徹 議員
◎�第６期大樹町総合計画
　の策定について

吉岡　信弘 議員
◎�婚活の支援について

菅　　敏範 議員
◎�子宮頸がん予防ワクチン
　の接種について

西田　輝樹 議員
◎�町民への孤独対策に
　ついて
◎町独自の統計や資料
　の整備について

志民　和義 議員
�◎�国保税の子どもの
　均等割りについて

一 般 質 問 町政に届ける

ここはどうなっている…。
私の気になること。

ここが聞きたい…。
私の質問したいこと。
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質
問

　

町
に
お
け
る
単
身
高
齢
者

世
帯
の
状
況
に
つ
い
て
。

答
（
酒
森
町
長
）　

　

65
歳
以
上
の
単
身
世
帯
は
、

施
設
入
所
者
を
含
め
４
９
８

世
帯
。

質
問

　

高
齢
者
に
対
す
る
孤
独
対

策
に
つ
い
て
。

答
（
酒
森
町
長
）

　

介
護
予
防
事
業
や
認
知
症

カ
フ
ェ
な
ど
、
自
宅
に
引
き

こ
も
り
が
ち
に
な
る
高
齢
者

に
対
し
、
人
と
の
つ
な
が
り

や
社
会
と
の
接
点
を
持
て
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。
配

食
サ
ー
ビ
ス
や
地
域
ふ
れ
あ

い
サ
ポ
ー
ト
で
の
見
守
り
活

動
の
実
施
や
、
総
合
相
談
窓

口
を
設
置
し
て
い
る
。

質
問

　

ひ
と
り
親
世
帯
や
障
が
い

者
世
帯
の
孤
独
対
策
は
。

答
（
酒
森
町
長
）

　

育
児
座
談
会
の
開
催
や
、

障
が
い
者
世
帯
に
対
し
て
は
、

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事

業
や
相
談
支
援
事
業
な
ど
、

交
流
・
見
守
り
の
場
や
、
相

談
を
受
け
る
取
組
を
進
め
て

い
る
。

質
問

　

学
校
に
お
け
る
孤
独
対
策

に
つ
い
て
。

答
（
沼
田
教
育
長
）

　

孤
独
感
・
孤
立
感
を
生
ま

な
い
学
校
経
営
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
小
学
校
で
は
子
ど

も
同
士
の
つ
な
が
り
、
相
互

理
解
や
一
人
ひ
と
り
の
良
さ

の
理
解
を
図
り
、
中
学
校
で

は
、
話
し
合
い
活
動
を
重
視

し
た
良
好
な
人
間
関
係
の
構

築
を
図
っ
て
い
る
。

質
問

　

町
と
し
て
孤
独
に
対
す
る

横
断
的
な
対
策
の
必
要
性
に

つ
い
て
。

答
（
酒
森
町
長
）　

　

教
育
委
員
会
や
学
校
な
ど

の
教
育
関
係
機
関
、
福
祉
団

体
、
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど

と
連
携
し
た
地
域
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
た
い
。

質
問

　

町
と
し
て
独
自
の
統
計
や

資
料
の
整
備
の
必
要
性
は
。

答
（
酒
森
町
長
）　

　

統
計
は
国
や
地
方
公
共
団

体
に
お
け
る
各
種
施
策
の
立

案
や
推
進
に
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
基
礎
資
料
と
し
て
利

用
さ
れ
て
お
り
、
重
要
性
が

ま
す
ま
す
増
大
し
て
い
る
。

町
が
保
有
す
る
各
種
デ
ー
タ

を
整
理
し
て
「
統
計
数
値
で

見
る
大
樹
町
」
を
毎
年
作
成

し
て
い
る
。

質
問

　

統
計
資
料
な
ど
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
の
公
開
の
必
要
性
の

考
え
方
に
つ
い
て
。

答
（
酒
森
町
長
）

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
情
報

発
信
の
有
効
な
手
段
と
な
っ

て
お
り
、
今
後
と
も
情
報
公

開
の
基
本
で
あ
る
と
考
え
る
。

町
民
へ
の
孤
独
対
策
に
つ
い
て

質問

つ
な
が
り
を
実
感
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る

答

介
護
予
防
事
業
の
１
つ
、
音
楽
体
操
教
室

西田　輝樹 議員

町
民
へ
の
孤
独
対
策

に
つ
い
て

Q1

町
独
自
の
統
計
や
資

料
の
整
備
に
つ
い
て

Q2
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一 般 質 問
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合
葬
墓
の
必
要
性
に
つ
い
て

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
は

質問

合
葬
墓
の
検
討
を
進
め
て
い
く
中
で
、

ニ
ー
ズ
の
把
握
は
必
要

答

お
墓
へ
の
考
え
は
多
様
化

質
問

　

近
年
、
核
家
族
化
や
過
疎

化
、
高
齢
化
社
会
の
進
展
、

価
値
観
の
多
様
化
な
ど
を
背

景
に
、
お
墓
を
取
り
巻
く
環

境
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。

以
前
、
一
般
質
問
に
対
す
る

回
答
で
「
町
営
の
合
葬
墓
も

含
め
、
大
樹
町
に
合
っ
た
仕

組
を
検
討
す
る
」
と
あ
っ
た

が
、
そ
の
後
の
検
討
結
果
は
。

答
（
酒
森
町
長
）

　

現
状
を
把
握
す
る
た
め
、

条
例
で
使
用
料
金
を
定
め
た
、

大
樹
、
開
進
、
尾
田
墓
園
の

状
況
調
査
を
令
和
３
年
度
に

実
施
し
た
。
調
査
の
結
果
、

３
カ
所
合
計
で
１
，
８
４
７

区
画
の
う
ち
９
８
４
区
画
が

利
用
さ
れ
て
お
り
、
利
用
率

は
53
・
３
％
、
う
ち
４
・
１

％
が
利
用
者
不
明
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
墓
じ
ま
い
の
状
況
は
、

令
和
元
年
に
６
件
、
令
和
２

年
に
５
件
、
令
和
３
年
に
４

件
と
な
っ
て
い
る
。

　

近
年
、
核
家
族
化
や
過
疎

化
が
進
む
中
、
お
墓
へ
の
考

え
も
多
様
化
し
て
お
り
、
様

々
な
事
情
に
よ
り
お
墓
の
承

継
や
維
持
管
理
が
困
難
な
方
、

経
済
的
に
お
墓
を
建
立
す
る

こ
と
が
難
し
い
方
な
ど
の
た

め
、
合
葬
墓
の
検
討
も
必
要

と
認
識
し
て
い
る
が
、
今
後

の
時
代
の
変
化
と
多
様
化
す

る
お
墓
の
利
用
者
や
関
係
機

関
、
他
町
村
の
状
況
を
見
極

め
な
が
ら
引
き
続
き
検
討
し

て
い
く
。

質
問

　

当
町
の
世
帯
数
は
増
加
し

て
お
り
、
ま
た
、
総
人
口
数

の
減
少
に
対
し
、
高
齢
者
の

人
口
割
合
は
増
加
し
て
い
る
。

こ
の
現
状
で
は
将
来
、
先
祖

や
自
分
の
お
墓
を
引
き
継
ぐ

こ
と
が
難
し
い
た
め
、
永
代

供
養
の
場
と
し
て
合
葬
墓
は

必
要
と
考
え
る
が
。

答
（
酒
森
町
長
）

　

今
後
の
状
況
を
見
据
え
た

中
で
、
ど
の
よ
う
な
形
で
、

ま
た
、
タ
イ
ミ
ン
グ
で
大
樹

町
が
合
葬
墓
を
整
備
し
た
ら

よ
い
か
、
今
後
も
検
討
す
る
。

質
問

　

今
後
、
無
宗
教
や
お
墓
を

持
た
な
い
人
が
増
え
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
、
現
在
の
納
骨

の
代
替
案
と
し
て
、
将
来
、

宇
宙
葬
や
宇
宙
へ
散
骨
す
る

時
代
が
来
る
の
で
は
な
い
か
。

大
樹
町
の
特
徴
を
活
か
し
、

宇
宙
葬
事
業
に
取
り
組
む
考

え
は
。

答
（
酒
森
町
長
）

　

当
町
の
宇
宙
の
ま
ち
づ
く

り
に
絡
め
て
、
宇
宙
葬
事
業

に
取
り
組
む
こ
と
は
無
い
と

思
わ
れ
る
。

質
問

　

先
祖
や
自
分
の
お
墓
を
将

来
的
に
ど
う
す
る
の
か
考
え

る
き
っ
か
け
と
し
て
、
合
葬

墓
の
必
要
性
に
つ
い
て
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る
考

え
は
。

答
（
酒
森
町
長
）

　

合
葬
墓
の
検
討
を
進
め
て

い
く
中
で
、
い
ず
れ
町
民
の

皆
さ
ま
の
考
え
や
ニ
ー
ズ
を

把
握
す
る
こ
と
が
、
必
要
に

な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。西山　弘志 議員

合
葬
墓（
合
同
納
骨

塚
）の
設
置
に
つ
い
て

Q1



ここが聞きたい！
一 般 質 問
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森
林
面
積
助
長
・
保
護
に
つ
な
が
る
植
樹
祭

質
問

　

大
樹
町
の
温
室
効
果
ガ
ス

の
発
生
量
に
つ
い
て
。

答
（
酒
森
町
長
）

　
「
産
業
部
門
」
で
７
万
４

千
ト
ン
、「
家
庭
部
門
」
で

１
万
３
千
ト
ン
、
旅
客
・
貨

物
に
よ
る
運
輸
部
門
で
１
万

８
千
ト
ン
、
残
り
の
1
万
ト

ン
は
、「
廃
棄
物
部
門
」
1

千
ト
ン
と
、事
務
所
や
商
業
・

サ
ー
ビ
ス
業
施
設
業
務
な
ど

の
「
業
務
そ
の
他
部
門
」
が

9
千
ト
ン
と
な
っ
て
い
る
。

質
問

　

国
の
補
助
金
を
活
用
し
た

地
域
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入

戦
略
策
定
業
務
の
進
捗
に
つ

い
て
。

答
（
酒
森
町
長
）

　

国
の
二
酸
化
炭
素
排
出
抑

制
対
策
事
業
費
等
補
助
金
の

採
択
が
決
定
し
た
。
今
後
、

委
託
業
者
の
選
定
を
行
い
、

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
現
状
分
析

や
将
来
推
計
、
脱
炭
素
シ
ナ

リ
オ
、
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど

を
網
羅
し
た
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
導
入
計
画
策
定
に
取

り
組
む
。

質
問

　

森
林
面
積
の
助
長
又
は
保

護
対
策
に
つ
い
て
。

答
（
酒
森
町
長
）

　

北
海
道
林
業
統
計
に
よ
る

と
本
町
の
森
林
面
積
は
10
年

で
０
・
３
％
の
減
少
だ
が
、

取
込
ま
れ
た
炭
素
量
に
比
例

す
る
蓄
積
は
、
６
・
１
％
増

加
し
て
い
る
。
カ
ラ
マ
ツ
は

経
済
林
と
し
て
、
成
熟
段
階

前
の
概
ね
40
年
程
度
で
伐

入
を
進
め
る
。
施
設
の
暖
房

に
つ
い
て
は
、
木
質
チ
ッ
プ

や
地
中
熱
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
を

導
入
す
る
な
ど
化
石
燃
料
に

依
存
し
な
い
施
設
整
備
を
進

め
て
い
る
。

質
問

　

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を

目
指
す
た
め
の
ス
キ
ー
ム
の

構
築
に
向
け
て
の
考
え
方
に

つ
い
て
。

答
（
酒
森
町
長
）

　

政
府
は
２
０
５
０
年
ま
で

の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
実
現
に
向

け
て
、
産
学
官
連
携
し
た
技

術
開
発
や
研
究
が
、
今
後
一

層
加
速
し
て
い
く
と
予
想
さ

れ
る
。
町
と
し
て
は
そ
れ
ら

と
連
携
し
活
用
を
図
り
な
が

ら
、
町
の
担
う
役
割
を
し
っ

か
り
と
進
め
て
い
く
。

採
・
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、

二
酸
化
炭
素
の
吸
収
と
い
う

面
で
は
効
率
的
な
サ
イ
ク
ル

と
考
え
ら
れ
る
。
森
林
面
積

の
助
長
又
は
保
護
と
い
う
量

的
な
取
組
に
つ
い
て
は
、
森

林
環
境
譲
与
税
等
の
活
用
に

よ
る
造
林
支
援
や
森
林
経
営

管
理
制
度
の
活
用
を
検
討
す

る
と
と
も
に
、
コ
ン
テ
ナ
苗

や
ク
リ
ー
ン
ラ
ー
チ
の
利
用

な
ど
生
産
性
の
向
上
と
い
う

質
的
な
取
組
も
進
め
て
い
く
。

質
問

　

自
動
車
燃
料
や
施
設
の
暖

房
燃
料
等
の
環
境
に
配
慮
し

た
具
体
的
な
対
策
に
つ
い
て
。

答
（
酒
森
町
長
）

　

公
用
車
は
電
気
自
動
車
、

燃
料
電
池
自
動
車
及
び
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ト
自
動
車
な
ど
、
環

境
に
配
慮
し
た
自
動
車
の
導

地
域
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
戦
略
策
定
の

進
捗
は

質問

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
計
画
策
定
に
取
り
組
む

答

寺嶋　誠一 議員

大
樹
町
の
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
に

つ
い
て

Q1



ここが聞きたい！
一 般 質 問
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帯
広
信
金
と
出
会
い
の
場
送
出
の

連
携
協
定
締
結
を

質問

連
携
協
定
締
結
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

答

お
び
し
ん
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

質
問

　

大
樹
町
の
人
口
は
、
昭
和

60
年
で
８
，
１
１
８
人
、
令

和
４
年
４
月
末
で
５
，
４
０

５
人
と
大
幅
な
人
口
減
少
で
、

過
疎
化
が
心
配
さ
れ
る
。
過

疎
対
策
の
決
め
手
は
、
出
生

数
の
増
加
で
あ
る
と
考
え
る
。

政
府
は
未
婚
者
の
約
９
割
が

「
い
ず
れ
結
婚
す
る
つ
も
り
」、

約
５
割
が
「
適
当
な
相
手
に

め
ぐ
り
会
わ
な
い
」
と
の
調

査
結
果
を
公
表
し
て
い
る
。

町
内
で
は
過
去
に
青
年
団
体

や
サ
ー
ク
ル
等
の
連
合
組
織

に
よ
る
交
流
の
場
が
多
数
あ

り
、
ま
た
町
内
に
は
仲
人
的

な
世
話
人
も
い
た
。
し
か
し

現
在
は
、
人
口
減
少
と
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等
の
影
響

で
、
ま
す
ま
す
知
り
合
う
機

会
が
失
わ
れ
て
い
る
。
大
樹

町
の
婚
活
に
対
す
る
支
援
状

況
は
。

答
（
酒
森
町
長
）

　

平
成
30
年
に
大
樹
町
婚
活

支
援
事
業
補
助
金
交
付
要
綱

を
制
定
し
、
大
樹
町
商
工
青

年
部
が
平
成
30
年
と
令
和
元

年
度
に
実
施
し
た
婚
活
事
業

に
補
助
金
を
交
付
し
た
。

質
問

　

少
子
化
対
策
の
一
つ
と
し

て
、
帯
広
信
用
金
庫
の
結
婚

相
談
事
業
「
お
び
し
ん
キ
ュ

ー
ピ
ッ
ト
」
を
活
用
す
る
た

め
、「
出
会
い
の
場
創
出
の

連
携
に
関
す
る
協
定
」
の
締

結
の
考
え
は
。

答
（
酒
森
町
長
）

　

管
内
11
町
村
が
「
お
び
し

ん
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
」
を
活
用

し
出
会
い
の
場
を
創
出
す
る

た
め
帯
広
信
用
金
庫
と
連
携

協
定
を
締
結
し
て
い
る
。
本

町
も
婚
活
の
選
択
肢
が
増
え

る
機
会
と
捉
え
締
結
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

質
問

　

国
や
北
海
道
の
婚
活
支
援

事
業
の
活
用
、
ま
た
大
樹
町

独
自
の
今
後
の
取
組
は
。

答
（
酒
森
町
長
）

　

国
は
地
方
公
共
団
体
が
行

う
婚
活
等
を
支
援
す
る
交
付

金
制
度
を
設
け
て
お
り
、
事

業
効
果
等
を
見
極
め
検
討
す

る
。
町
独
自
の
取
組
は
、
婚

活
を
含
め
た
イ
ベ
ン
ト
に
対

し
応
援
し
て
い
く
。
今
年
度

は
、
商
工
青
年
部
が
実
施
予

定
の
婚
活
事
業
を
支
援
す
る
。

質
問

　

厚
生
労
働
省
が
今
月
発
表

し
た
令
和
３
年
人
口
動
態
統

計
で
は
出
生
数
は
約
81
万
人

で
前
年
比
約
２
万
９
千
人
減

少
、
婚
姻
数
は
約
50
万
人
で

約
２
万
４
千
人
減
少
し
、
い

ず
れ
も
過
去
最
少
で
あ
る
。

国
の
「
結
婚
新
生
活
支
援
事

業
」
は
家
賃
等
の
費
用
を
補

助
す
る
事
業
で
、
南
十
勝
３

町
村
を
含
む
管
内
12
町
村
が

交
付
決
定
予
定
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
事
業
の
活
用
に
取

り
組
む
考
え
は
。

答
（
伊
勢
企
画
商
工
課
長
）

　

多
く
の
管
内
自
治
体
も
取

り
組
ん
で
お
り
、
実
施
状
況

等
踏
ま
え
内
容
検
討
し
た
い
。

意
見

　

出
会
い
の
場
が
な
け
れ
ば

婚
姻
に
結
び
つ
か
な
い
。
今

後
、
出
会
い
の
場
を
い
か
に

提
供
す
る
か
研
究
し
更
な
る

婚
活
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

婚
活
の
支
援
に

つ
い
て

Q1

吉岡　信弘 議員



ここが聞きたい！
一 般 質 問
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国
保
税
の
子
ど
も
均
等
割
り
、

町
独
自
の
軽
減
策
を
行
う
考
え
は

質問

今
の
段
階
で
は
必
要
と
考
え
て
い
な
い

答

志民　和義 議員

質
問

　

国
保
税
の
子
ど
も
均
等
割

り
に
つ
い
て
、
令
和
４
年
度

か
ら
就
学
前
ま
で
半
額
に
軽

減
さ
れ
て
い
る
。
国
が
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
策
と
し
て

負
担
軽
減
を
始
め
た
。

　

18
歳
ま
で
の
子
ど
も
た
ち

の
国
保
税
均
等
割
り
の
負
担

軽
減
を
実
施
す
る
自
治
体
が

一
部
に
あ
る
。

　

社
会
保
険
に
は
無
い
国
保

税
の
子
ど
も
の
均
等
割
り
の

廃
止
、
ま
た
は
軽
減
を
拡
充

す
る
よ
う
引
き
続
き
国
へ
求

め
て
は
ど
う
か
。

答
（
酒
森
町
長
）

　

令
和
３
年
12
月
の
定
例
会

に
お
い
て
国
保
税
の
均
等
割

り
を
含
め
た
国
保
税
条
例
の

改
正
を
認
め
て
い
た
だ
き
、

子
ど
も
に
係
る
国
保
税
均
等

割
り
額
が
令
和
４
年
４
月
か

ら
開
始
し
た
。

　

条
例
改
正
を
受
け
、
応
益

分
の
均
等
割
り
・
平
等
割
り

軽
減
で
は
、
低
所
得
者
世
帯

の
子
ど
も
一
人
あ
た
り
軽
減

を
世
帯
の
所
得
に
応
じ
て
、

７
割
、
５
割
、
２
割
軽
減
に

さ
れ
て
お
り
、
か
つ
、
未
就

学
児
を
持
つ
世
帯
で
は
、
子

ど
も
一
人
あ
た
り
５
割
軽
減

を
、
そ
れ
ぞ
れ
公
費
で
負
担

す
る
。

　

こ
の
制
度
改
正
を
受
け
、

未
就
学
児
を
持
つ
世
帯
の
国

保
税
均
等
割
り
が
軽
減
さ
れ

る
の
で
、
ま
ず
は
、
こ
の
制

度
運
営
に
則
り
、
他
町
村
の

状
況
を
見
な
が
ら
、
必
要
と

判
断
し
た
時
は
、
町
村
会
な

ど
を
通
じ
て
国
に
要
望
し
た

い
。

質
問

　

自
治
体
独
自
で
軽
減
策
を

行
う
と
こ
ろ
も
出
て
き
て
い

る
。
町
と
し
て
免
税
ま
た
は

軽
減
策
の
実
施
を
検
討
し
て

は
ど
う
か
。

答
（
酒
森
町
長
）

　

国
の
制
度
が
今
年
４
月
か

ら
開
始
さ
れ
た
の
で
、
状
況

を
見
な
が
ら
必
要
と
判
断
し

た
と
き
は
、
町
独
自
の
減
免

ま
た
は
軽
減
策
を
検
討
し
た

い
が
、
今
の
段
階
で
は
必
要

と
考
え
て
い
な
い
。

質
問

　

地
方
自
治
体
が
先
行
し
て

軽
減
策
を
実
施
す
る
こ
と
に

よ
り
、
国
に
広
が
っ
て
い
く

こ
と
も
あ
る
が
、
先
行
実
施

を
す
る
考
え
は
。

答
（
酒
森
町
長
）

　

４
月
か
ら
運
用
が
開
始
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
ず

は
推
移
を
見
守
り
た
い
。

　

そ
の
中
で
、
軽
減
策
が
必

要
と
な
れ
ば
、
町
村
会
な
ど

を
通
じ
て
国
に
要
望
す
る
な

り
、
内
容
を
見
直
し
す
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
今
の

段
階
で
は
軽
減
策
等
含
め
、

見
直
す
予
定
は
な
い
。

国
保
税
の
子
ど
も
の

均
等
割
り
に
つ
い
て

Q1

国
民
健
康
保
険
証
は
更
新
期
間
中
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菅　　敏範 議員

厚
労
省
Ｈ
Ｐ
掲
載
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

質
問

　

国
は
昨
年
11
月
に
、
子
宮

頸
が
ん
感
染
予
防
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
積
極
的
に
呼
び
か
け

る
決
定
を
し
た
が
、
予
算
措

置
を
含
め
、
ど
の
よ
う
な
指

示
が
あ
っ
た
か
。

答
（
酒
森
町
長
）

　

昨
年
11
月
の
感
染
予
防
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
積
極
的
推
奨

通
知
で
、
接
種
を
促
す
取
組

が
可
能
と
な
り
、
12
月
に
は

接
種
の
差
し
控
え
で
接
種
機

会
を
逃
が
し
た
方
に
対
し
、

３
年
間
対
象
年
齢
を
超
え
て

接
種
で
き
る
「
キ
ャ
ッ
チ
ア

ッ
プ
接
種
」
の
施
行
通
知
が

あ
っ
た
。

　

予
算
措
置
で
は
接
種
費
用

の
約
９
割
が
地
方
交
付
税
措

置
さ
れ
る
。

質
問

　

町
と
し
て
の
、
具
体
的
な

取
組
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

答
（
酒
森
町
長
）

　

今
年
度
は
、
定
期
接
種
対

象
の
中
学
１
年
生
か
ら
高
校

１
年
生
ま
で
と
「
キ
ャ
ッ
チ

ア
ッ
プ
接
種
」
対
象
者
に
対

し
て
、
接
種
の
検
討
・
判
断

に
必
要
な
「
有
効
性
・
安
全

性
」
に
関
す
る
情
報
な
ど
を

個
別
に
提
供
し
て
い
る
。

質
問

　

２
０
１
３
年
４
月
以
降
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
実
績
と
経
過

記
録
の
保
存
は
。

答
（
酒
森
町
長
）

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
実
績
は
、

13
年
度
10
名
と
21
年
度
２
名

で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
副
反
応

の
報
告
が
無
い
の
で
経
過
記

録
の
記
載
は
な
い
。

質
問

　

２
０
２
２
年
度
の
定
期
接

種
対
象
者
と
以
後
３
年
間
実

施
さ
れ
る
「
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ

プ
接
種
」
の
対
象
者
は
何
名

で
把
握
し
て
い
る
か
。

答
（
瀬
尾
保
健
福
祉
課
参
事
）

　

定
期
接
種
対
象
者
は
中
学

１
年
生
か
ら
高
校
１
年
生
で

92
名
、「
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ

接
種
」
対
象
者
は
、
１
９
９

７
年
か
ら
２
０
０
５
年
生
ま

れ
の
大
樹
町
在
住
者
１
５
８

名
で
す
。

質
問

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
対
象
者
及

び
家
族
に
対
す
る
丁
寧
な
説

明
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る

が
、
ど
の
よ
う
に
理
解
を
求

め
る
の
か
。

答
（
瀬
尾
保
健
福
祉
課
参
事
）

　

納
得
・
安
心
し
て
予
防
接

種
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
厚

労
省
作
成
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

及
び
町
の
広
報
紙
を
活
用
し
、

道
の
相
談
窓
口
と
も
連
携
し

な
が
ら
対
応
し
た
い
。

質
問

　

定
期
接
種
は
副
反
応
事
例

が
相
次
ぎ
長
期
間
中
断
し
た

経
緯
が
あ
る
が
、
対
象
者
や

家
族
が
安
心
し
て
接
種
で
き

る
状
況
を
ど
う
作
る
考
え
か
。

答
（
酒
森
町
長
）

　

子
宮
頸
が
ん
の
怖
さ
や
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
有
効
性
や
大

切
さ
の
理
解
を
求
め
、
町
民

の
感
染
防
止
を
積
極
的
に
取

り
組
む
。

子
宮
頸
が
ん
感
染
予
防
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
ど
う
取
組
む

質問

定
期
接
種
と
3
年
間
の
「
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
」
で

答

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
に
つ

い
て

Q1
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質
問

　

総
合
計
画
の
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
策
定
委
員
の
任

期
、
委
員
の
選
定
の
方
法
に

つ
い
て
。

答
（
酒
森
町
長
）

　

本
年
10
月
頃
に
、
策
定
審

議
会
を
開
催
し
、
現
行
計
画

の
検
証
や
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
を
実
施

す
る
。
選
任
方
法
は
、
関
係

団
体
・
組
織
識
見
を
有
す
る

方
、
地
域
を
代
表
す
る
方
、

一
般
公
募
の
方
を
委
嘱
さ
せ

て
い
た
だ
く
。

質
問

　

第
５
期
総
合
計
画
の
自
己

評
価
と
外
部
評
価
の
ズ
レ
は

な
い
の
か
。

答
（
酒
森
町
長
）

　

職
員
に
よ
る
内
部
評
価
の

実
施
と
、
外
部
評
価
と
し
て

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
活
用
を

考
え
て
い
る
。

質
問

　

総
合
計
画
も
地
域
住
民
へ

の
「
見
え
る
化
」
が
必
要
と

考
え
る
が
。

答
（
酒
森
町
長
）

　

次
期
策
定
に
あ
た
っ
て
、

各
施
策
に
目
標
値
と
な
る
成

果
指
標
を
設
定
す
る
こ
と
で
、

進
捗
度
や
達
成
度
の
「
見
え

る
化
」
を
図
っ
て
い
く
。

質
問

　

第
6
期
総
合
計
画
の
理
念

と
考
え
方
、
取
組
に
つ
い
て
。

答
（
酒
森
町
長
）

　

町
民
一
人
ひ
と
り
が
未
来

に
夢
を
持
ち
、
今
よ
り
も
っ

と
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る

ま
ち
づ
く
り
、
そ
の
思
い
を

胸
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

質
問

　

次
期
総
合
計
画
に
向
け
て
、

地
域
の
力
も
必
要
、
策
定
に

ひ
と
工
夫
し
て
は
ど
う
か
。

答
（
酒
森
町
長
）

　

町
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
ど

う
反
映
す
る
か
、
ま
ず
は
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
だ
と
思
う
。

今
後
、
策
定
委
員
会
の
設
置

に
向
け
て
、
も
う
一
度
知
恵

を
出
し
て
い
き
た
い
。

質
問

　

策
定
委
員
の
更
新
も
踏
ま

え
な
が
ら
、
1
年
1
年
進
捗

状
況
、
見
直
し
も
含
め
地
域

住
民
参
加
の
策
定
施
策
に
変

更
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
が
。

答
（
酒
森
町
長
）

　

段
階
的
に
評
価
意
見
を
い

た
だ
け
る
場
を
つ
く
り
た
い
。

町
民
の
皆
さ
ま
と
共
有
し
な

が
ら
10
年
間
歩
み
続
け
た
い
。

質
問

　

財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

が
厳
し
い
状
況
下
、
次
期
計

画
に
向
け
て
、
自
助
・
共
助
・

公
助
を
意
識
し
た
策
定
施
策

計
画
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
と
考
え
る
が
。

答
（
酒
森
町
長
）

　

こ
れ
ま
で
概
ね
大
き
な
施

設
は
整
っ
た
。次
期
は
自
助
・

共
助
・
公
助
の
意
識
を
持
っ

た
町
づ
く
り
が
必
要
と
な
っ

て
い
く
こ
と
は
明
ら
か
に
な

る
。
そ
の
思
い
は
、
策
定
委

員
会
の
場
で
も
伝
え
て
い
き

た
い
。

策
定
審
議
会
条
例
の
規
定
、一
部
改
正
が

必
要
で
な
い
か

質問

策
定
委
員
よ
り
段
階
的
に
評
価
意
見
を
い
た
だ
く
場
を

つ
く
っ
て
い
く

答

齊藤　　徹 議員

第
６
期
大
樹
町
総
合
計

画
の
策
定
に
つ
い
て

Q1

自
助
・
共
助
・
公
助
の
意
識
を
持
っ
た
町
づ

く
り
を
目
指
す
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第　

２　

回　

臨　

時　

会

大樹町職員の給与に関する条例の一部改正について
原案可決国家公務員の給与法の改正に伴い、期末手当の支給率を改正しました。

（一般職員：年額0.15か月分引き下げ、再任用職員：年額0.10か月分引き下げ）

大樹町長等の給与等に関する条例の一部改正について
原案可決大樹町職員の給与に関する条例の一部改正に併せ、期末手当の支給率を改正しました。

（町長、副町長、教育長：年額0.15か月分引き下げ）

大樹町議会議員の議員報酬、費用弁償等に関する条例の一部改正について
原案可決大樹町職員の給与に関する条例の一部改正に併せ、期末手当の支給率を改正しました。

（議会議員：年額0.15か月分引き下げ）

大樹町税条例等の一部改正について
原案可決

地方税法等の一部を改正する法律等が公布されたことに伴い、条例の一部を改正しました。

大樹町国民健康保険税条例の一部改正について
原案可決

国保税に係る課税限度額、税率の引き上げ、減額に係る軽減要件の緩和について改正しました。

令和４年度大樹町一般会計補正予算（第１号）について
原案可決

歳入歳出予算の総額をそれぞれ1,362万2千円追加し、予算の総額を77億9,362万2千円としました。

工事請負契約の締結について
原案可決

大樹町役場庁舎建設工事（外構第２工区）の請負契約を１億4,080万円で締結しました。

工事請負契約の締結について
原案可決

旧役場庁舎解体工事の請負契約を１億5,587万円で締結しました。　　

工事請負契約の締結について
原案可決

町民プール新築工事（建築主体）及び外構工事の請負契約を３億5,805万円で締結しました。

工事請負契約の締結について
原案可決

町民プール新築工事（電気設備）の請負契約を6,094万円で締結しました。　　

工事請負契約の締結について
原案可決

町民プール新築工事（機械設備）の請負契約を１億5,235万円で締結しました。　　

財産の取得について
原案可決

北海道市町村備荒資金組合車両譲渡事業により、防疫車一式を1,969万円で購入することとしました。

財産の取得について
原案可決

大樹小学校公務用パソコン19台他一式を979万円で購入することとしました。

第
２
回
定
例
会

令和３年度大樹町一般会計繰越明許費繰越計算書について
報告済

令和３年度大樹町一般会計から7,157万4千円を翌年度に繰り越しました。

令和３年度大樹町水道事業会計予算繰越明許費繰越計算書について
報告済

令和３年度大樹町水道事業会計から4,180万円を翌年度に繰り越しました。

全会一致の議案

一目でわかる 審議結果

次のページへ続く

Point! 5,000万円以上の工事請負契約の締結は
議会の議決が必要です！

Point! 700万円以上の財産の取得は議会の議決が必要です！
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委
員
長　

辻
本　

正
雄

副
委
員
長　

西
山　

弘
志

委　

員　

松
本　

敏
光

委　

員　

齊
藤　
　

徹

委　

員　

船
戸　

健
二

委　

員　

寺
嶋　

誠
一

広報広聴常任委員会

編
集
後
記

　

徐
々
に
コ
ロ
ナ
禍
前
の
生
活
を
取

り
戻
し
つ
つ
あ
る
中
で
、
コ
ロ
ナ
は

私
も
皆
さ
ま
も
生
活
の
中
で
多
く
の

価
値
観
や
行
動
を
見
直
す
き
っ
か
け

に
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

大
切
な
家
族
と
の
時
間
、
友
人

と
の
時
間
、
自
分
自
身
の
時
間
を

大
切
に
し
「
心
の
ゆ
と
り
」
を
も
っ

て
生
活
し
て
い
く
重
要
性
を
再
認

識
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
皆
さ

ま
の
生
活
と
心
に
寄
り
添
う
議
会

活
動
、
広
報
活
動
を
目
指
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

委
員  

船
戸　

健
二

第
２
回
定
例
会

人権擁護委員の候補者推薦について
適　任

委員に、佐川ちづる氏、五十嵐忠孝氏を再任することに同意しました。

過疎地域対策のための固定資産税の課税の特例に関する条例の一部改正について
原案可決

租税特別措置法の改正に伴う、項のずれ等の所要の規定を整備しました。

北海道町村議会議員公務災害補償等組合規約の変更について
原案可決

令和４年４月１日付けで設立された「上川中部福祉事務組合」が新たに加入するため規約に追加しました。

北海道市町村総合事務組合規約の変更について
原案可決

令和４年４月１日付けで設立された「上川中部福祉事務組合」が新たに加入するため規約に追加しました。

北海道市町村職員退職手当組合規約の変更について
原案可決

令和４年４月１日付けで設立された「上川中部福祉事務組合」が新たに加入するため規約に追加しました。

令和４年度大樹町一般会計補正予算（第２号）について
原案可決

歳入歳出予算の総額をそれぞれ7,104万2千円追加し、予算の総額を78億6,466万4千円としました。

令和４年度大樹町介護サービス事業特別会計補正予算（第１号）について
原案可決

歳入歳出予算の総額をそれぞれ119万8千円追加し、予算の総額を３億9,809万8千円としました。

令和４年度大樹町立国民健康保険病院事業会計補正予算（第１号）について
原案可決

資本的収入・支出の予定額をそれぞれ53万4千円増額しました。

財産の取得について
原案可決

ダブルピックトラック一式を940万円で購入することとしました。

森林・林業・木材産業によるグリーン成長に向けた施策の充実、強化を求める
意見書の提出について 原案可決
活力ある森林づくりや防災・減災対策をさらに進め、森林・林業・木材産業によるグリーン成
長が実現できるよう、施策の充実・強化を図ることを要望する意見書を提出しました。

ぜひ気軽に傍聴にお越しください。

詳細は議会事務局へお問い合わせください。

TEL 6-5035

次の定例会は次の定例会は
９月９月です。です。 　議会は、住民の代表機関として、民意を広く行

政に反映させるため、国や町の事務などに関する
請願・陳情を処理することとなっています。
　請願とは、憲法に規定された国民の権利として
公の機関に対し、要望する行為で、紹介議員が必
要となります。陳情も同様に扱われますが、紹介
議員は必要ありません。

請願・陳情は
どなたでもできます

Point! 700万円以上の財産の取得は議会の議決が必要です！


